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って示される価は，屡々併行しない事は従来知られ
ている所である。特1[， C. O. D.価と， B. O. D. 
価の相関については，幾多の研究成績もあるが，未
ナごに判明しない所が多い。 
我々 は， C..O. D.及び B.O. D.の示す意義と
その相関を研究する目的で実験を行い 2，3の知見
を得たので、報告する。
試料は化学処理尿尿の脱離液を使用した。
エーテルlとより処理された脱離液は， C.O.D.が
増加する。脱離液よりのエーテル抽出物の C.O.D.
は極めて低い価を示す。
低温で一昼夜，蒸溜水応対して，セロファン膜透
析された脱離液は， C.O. D.が著明広減少する。 
4) 薬剤投入による尿尿化学処理の基礎研究
千大医衛生
田波潤一郎，玉井 佐，長島正三郎
新井経雄，井関源衛
汲取尿尿に各種薬剤を投入混合し，沈澱速進， B. 
O.D.及び C.O.D.の減少，大腸菌殺減作用など
を比較実験し，次の如き結果を得た。 
1. FeC12，FeS04は沈澱率は比較的低いが，液
部は透明であって，浮査を生ぜず，大腸菌数， B.O. 
D.，C.O. D:値の著明な減少を認めた。 
2. NaOHは沈澱率は高いが， 液部は不透明で
あって，浮誼を生ぜず，大腸菌数・B.O. D.，C. O. 
D.の減少が僅かであった。 
3. ZnS04は沈澱率は低いが，液部は透明であ
って浮f査を生ぜず，大腸菌数の減少は僅かであった
が，B. O. D.，C. O. D.の減少を認めた。 
4. Ca (OH)2は沈澱率は高がいが，液部は不透
明であって浮査を生ぜず，大腸菌数の減少は見られ
たが， B. O. D.，C. O. D.の減少は僅かであった。 
5. CaC12は沈澱率は高いが液部は不透明であっ
て浮査を生じ， 大腸菌数及び C.O. D.は減少した
が， B.O. D.の減少が僅かであった。 
6. 総合的に見て， 効果不良のものは， AlS04， 
K2S04・Al(S04)aであった。 これ等は沈澱率も低
く，液部が不透明で， f手誼を生じ易く，大腸菌数， 
B. O. D.， C. O. D.の減少も僅かであった。一般
に Ca塩が良好に作用し， NaOH及び ZnS04が
これに続く成績が得られた。
5) 千葉市都川汚染度の調査
千大医衛生
平野英男，藤倉孝次郎，石原静男
賀陽豊麻呂，藤倉静男，村田 清
近来各都市を流れる河川は都市の膨大化と共に汚
潤の一途をたどって来ている。千葉市内を流れる都
j[[について吾々は昭和 36 年 7 月 ~8 月にかけて， 
pH，アルカリ度， 酸度， B. O. D.， C. O. D.，総 
N 量，亜硝酸窒素，一般細菌数等について調べた。
試料の採集は市内の上流，中流，下流の 3ケ所と
した。更に B. O. D.， C. O. D.は一日の消長をみ
上流，中流，下流について以下の各々を比較する
と， pHでは上，中流では中性であるが，下流では 
PH 6.6弱酸性であった。アノレカリ度は 92p.p. m.. 
10.3 p. p. m.，12.3 p. p. m.で酸度は 7，16，31 p. 
p. m.，総 N は37.5，89.7，94.6であった。叉中流
大和橋附近に於いて Pm9. Am 3.Am 9.Pm 3. 
の各時間毎に採水した各 6時間の試料の検査結果
は，アルリカリ度 (p.p. m.)，87，il8，87，105， 
酸度 (p.p. m.) 13，14，16，15であって，これは
時間的変化としては大きな差を示さないが，総 N
でかなAm 3であって，57.6.4，88，14.8，102.1は 
りの低値を示した。 B.O.D.は32，39，41，56， 
と変動した。上・12.0，8.8，6.0.4，8はC.O. D.
中・下流の B.O. D.は夫々 5，76，68であって， 
C.O.D.は夫々 4，8 20.4であって中・下流(都.4， 
川の中心部〉では急激な増加が認められた。 
6) 東京湾海岸の汚染について(第 1報〉
千大医衛生
平野英男，加藤一夫，塩見幸甫
水野重宜，林 茂樹，栗山貞治
千葉市を中心とする工業都市化は目ざましく，海
岸埋立完成により更に一段と発展される事は明か
で，海水の汚染も増加の一途をたどるであろう事と
推定される。我々は毎年調査を試みたいと思い，初
年度として昭和 36年 8月千葉市出洲海岸， 対照海
岸として，安房勝山，九十九里海岸の 3ケ所につい
て総アルカリ度， B. O. D.，C. O. D.一般細菌数，
大腸菌数等の検査を試みた。 データーの順序は千
葉，勝山，九十九里である。
総アルカリ度は夫々 11.3p. p. m.-11.4 p. p. m. 
B.O. D.は夫々 11.0p. p. m.，2.9 p. p. m.，1.1 
p. p.紅1.
-366- 千葉医学会雑誌 	 第 37巻 
C.O. D.は夫々 5.6p. p. m.，2.0 p. p. m.，1 p. 
p.m. 
一般細菌数は夫々 12，000jcc-40jcc
大腸菌の M.P.N.値 170. 230. 20. 
千葉市出洲海岸は対照としてみた外房.九十九里海
岸に比べてはるかに汚染されていることがうかがわ
れた。 
7) 	 エンテロトキシンの免疫学的研究
千大医衛生
藤原喜久夫，高山直清，本間賢吉
熊沢了介，山田実男，直宮勝美
近来， Dack一門によりエンテロトキシンの精製
が行われ，遂に 1959年に至り，単一抗原を有する
と思われる極めて純度の高い標品が得られた。更に
叉， この精製毒素を抗原として兎を免疫し， mono 
Valentの抗血清をとり， その r-g1obulin分画を
用いてエンテロトキシンの血清学的検出を可能なら
しめ?こ。
演者等は，乙の単一抗体を用いて，エンテロトキ
シンの定量及び定性法を確定せんとし，次の如き方
法を考案した。
工. 定量法 
1) 	 r-globulin寒天作成 
2) 	 被検液重層 
3) 	 沈降反応帯移動距離測定
的計算(標準価と比較) 
  
IL 定性的検出法(特に食品中の)
 
1) 	 珪砂添加，磨砕 
2) 	 マーゾニン液抽出 
3) 	 遠心分離 
4) 	 Oudin管重層 
5) 	 沈降反応帯形成
以上の定量， 定性試験法は， S-6型エンテロトキ
シンを用いて実験がなされたものであるが，なお他
型のエンテロトキシンについても目下検討中であ
る。将来，全型の抗体が揃へば，血清学的方法のみ
によって，エンテロトキシン中毒の決定が可能とな
るものと思われる。 
8) 	 生食品に於ける大腸菌汚染防禦の実験的研究
千大医衛生
田波潤一郎，猪口貞雄，川辺重雄
作田 淳，宝田通憲，芦沢美之
大腸菌を検出する食品は発売出来ないことになつ
でいるが，野菜サラダの如きは実にその検出率が高
く，昭和 36年の 8月中 40検体中 34例に， 9月から' 
11月にかけて 60例中 36例に大腸菌を検出した。菌
数は夏のものが多く，秋から冬にかけて減少して居
る。夏のものは 105~106jg のものが最高で，冬の
ものは 104jgが最高，102jg以下の菌数のものが多
し一、。
そ乙で，はたして，無大腸菌の野菜サラダが作ら
れるものだろうかという観点から，サラダ材料の吟
味，調理器具の熱湯洗糠，手指消毒を行って 6回の
実験的試作を行ってみた。 6回の試作中 2回は無菌
であったが， 外の 4回は大腸菌陽性で， その数は 
103jg程度2回，104jg 1回，106jg 1回であった。
汚染のあった場合は玉ねぎ， きゅうりに多く大腸菌
が認められた場合で，マヨネーズ及びハムに大腸菌
の認められた場合が各 1例宛あった。また大腸菌の 
汚染した野菜サラダを 370CI乙4時間保存しても菌
数の増加を認めなかった。 
9) 	 無菌動物飼育方法の新らしい動向とこの応用
に関する研究
千大医衛生
田波潤一郎，阿部正武，加納 弘
加藤正，中原和夫，田中孟
佐久間安雄
無菌動物の可能性は PasteusKよって示唆され
たものであって，初期の実験は腸内細菌の助げをか
りずに，動物は生存し得るものであるかどうかとい
うことが研究の中心であり，その後も，無菌動物自
体の特質l乙関係ある仕事が， Cく限られた研究室で、
伝統的になされてきた。したがって現在でも，世界
中で数ケ所の研究室がこれに専念しているにすぎな 
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わが国では千葉大学医学部衛生学教室が腸内菌と
の関連において，名古屋大学医学部病理学教室が病
理組織学との関連において研究を進めつつある。国
外ではアメリカの NotreDame大学生物学教室 
(LOBVND)を中j心として， N ational Institute of 
Healthおよび WalterReed陸軍研究所が広範囲
にわたる研究をつづけている。ヨーッパで、は，スウ
ェーデンの Lund大学組織学教室がこれをおこな
い，病理的ならびに生理学的研究をおこなってい
る。
無菌動物はどのようにして作られるかというと，
まず (1)無菌環境をつくりだし，その環境(アイ
